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日本高血圧学会は5月 17日を”高血圧の日”としていましたが、今回毎月
17日を”減塩の日”とすると発表しました。

”塩をたくさん摂取すると血圧が高くなるから塩分を減らしなさい”という言
葉を一度は耳にされたことはあるのではないでしょうか 。今回は減塩につ
いて勉強しましょう。

毎月17日は「減塩の日」

高 血 圧 は 心 臓 や 血 管 に 負 荷 が か か り 、 動 脈 硬 化 か ら
血 管 が 詰 ま っ た り （ 心 筋 梗 塞 や 脳 梗 塞 ） 、 破 れ た り
（ 脳 出 血 ） す る 原 因 に な り ま す 。 長 期 間 の 高 血 圧 は
腎不全の 原因にもなります。

1ｇ 塩 分 を減 ら す と 血 圧 が 平 均 し て 1㎜ Hg
低 下 し ま す 。 ま た 減 塩 は 冠 動 脈 疾 患 や 脳 卒
中 の 危 険 を 強 力 に 抑 制 し ま す 。 血 圧 が 高 い
方 は 減 塩 に つ い て こ の 機 会 に 一 度 考 え て み
ましょう。

日 本 人 の 塩 分 摂 取 量 は 1950年 ご ろ は 20ｇ
程 だ っ た そ う で す が 、 平 成 27年 に は 10.0ｇ
ま で 減 少 し て い ま す 。 し か し な が ら 減 塩 目
標は成人 1日当たり
世界保健機構 （W HO ) 5ｇ未満
日本高血圧学会 6g未満
厚生労働省 男性 8g、女性 7g未満

で まだほど遠い状態 です。

日 本 の 食 塩 摂 取 量 の 9 0％ は 加 工
食 品 か ら だ そ う で す 。 購 入 す る 時
に は 栄 養 成 分 表 を 見 て 、 よ り 塩 分
の 少 な い 商 品 を 選 ぶ 習 慣 を つ け る
のが有効 かもしれません。

減 塩 の 注 意 点 を 列 挙 し て み ま し た 。 気 に な る 方 は 参
考にして 減塩生活を心がける ようにしましょう 。

① 麺類 は塩分が多いのでス ープを残すように する
② 塩で はなく、お酢や香辛 料などで味付けす る
③ 調味 料は控えめとし、特 に低塩のものを使 う
④ 漬物 は控える
⑤ みそ汁は具沢山にする（同じ味付けで減塩できる）



当院では施設の老朽化対策及び、専門的診療のため継続的に院内の改修を行っ

ています。ご不便をおかけすることもあるかと思いますがご了承下さい。
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診療時間 月 火 水 木 金 土 日 祝
9時-12時30分 ○ ○ ○ - ○ ○ -
17時-19時30分 ○ ○ ○ - ○ - -

受付は診察の30分前からです。シャッターは診察の1時間前に開きますので、診
察券をお持ちの方は診察券入れに入れていただきますと順番をとらせて頂きます。

iPS細胞を用いた加齢黄斑変性治療の症例報告
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眼 の 病 気 、 滲 出 型 加 齢 黄 斑 変 性 症 の 患 者 さ ん に 本 人 由 来 の iP S細 胞 か ら

作 製 し た 細 胞 シ ー ト を 移 植 し 25カ 月 間 追 跡 し た 結 果 が 先 端 医 療 振 興 財 団 先

端 医 療 セ ン タ ー 病 院 か ら 報 告 さ れ ま し た 。

移 植 後 25か 月 、 免 疫 抑 制 剤 な し で 拒 絶 反 応 な く 安 全 性 が 示 さ れ た そ う で

す 。

こ れ ま で 移 植 で は 拒 絶 反 応 を 抑 制 す る た め 長 期 間 免 疫 抑 制 剤 が 必 要 で 副

作 用 で 苦 し む こ と が 多 か っ た の で す が 、 本 人 由 来 の iP S細 胞 の 使 用 に よ り

こ の 問 題 を 乗 り 越 え つ つ あ る よ う で す 。 今 後 は さ ら に 機 能 の 回 復 ま で の 進

歩 が 期 待 さ れ ま す 。

その８ インスリンの働きについて

院内工事につい て

イ ン ス リ ン は 糖 尿 病 の 注 射 薬 で 有 名 で す が 、 本 来

は膵臓で作られるホルモンです。

イ ン ス リ ン は 血 液 の 糖 （ 血 糖 ） を 栄 養 と し て 筋 肉

に 取 り 込 ま せ た り 、 肝 臓 に 取 り 込 ま せ 脂 肪 と し て 蓄

え る 働 き を し ま す 。 イ ン ス リ ン が 不 足 す る と 、 血 液

の 糖 が 利 用 で き ず 血 糖 が 上 昇 し ま す 。 極 端 に イ ン ス

リ ン が 不 足 す る と 脂 肪 が 分 解 し 、 ア シ ド ー シ ス （ 体

液が酸性になる）という致命的な状態になります。

イ ン ス リ ン を 注 射 す る と 血 糖 値 は 下 が り ま す が 、

糖 は 血 の 中 か ら 細 胞 の 中 に 移 動 し 蓄 え ら れ ま す 。 こ

の た め イ ン ス リ ン の 注 射 を し て も 、 適 切 な 食 事 ・ 運

動療法を行わないと肥満を助長することになります。

糖 尿 病 の 治 療 の 第 一 は イ ン ス リ ン を 使 用 し て る 方 で も 食 事 と 運 動 療 法 な の で

す。

イ ン ス リ ン は 正 し く 使 え ば 体 に 優 し い す ぐ

れ た 治 療 法 で す が 、 誤 っ た 使 い 方 を す る と 危

険 な 道 具 に な り ま す 。 イ ン ス リ ン は 正 し く 理

解し上手に使いこなすことが大切です。


